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作
者
に
つ
い
て

新
美
南
吉
は
一
九
一
三
年
、
愛
知
県
知
多
郡
半
田
町
字

折
戸
（
現
・
半
田
市
新
庄
町
）
で
生
ま
れ
た
。
夭
逝
し
た
兄
の
名
を
受
け
つ
い



で
、
正
八
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
次
男
で
あ
る
。
父
は
、
多
蔵
、
母
は
り
ゑ
と
い
っ
た
。
生
地
は
、
岩
滑
新
田
と
い
わ
れ
、
一
六
八
一
年
の
開

拓
地
と
い
わ
れ
る
。
国
土
地
理
院
の
二
十
万
分
の
一
の
地
図
に
も
、
半
田
市
に
岩
滑
の
地
名
が
見
ら
れ
る

「
今
か
ら
五
十
年
く
ら
い
前
、

。

ち
ょ
う
ど
、
日
露
戦
争
の
じ
ぶ
ん
の
こ
と
で
あ
る
。
岩
滑
新
田
の
村
に
、
巳
之
助
と
い
う
十
三
の
少
年
が
い
た

」
こ
れ
は

「
お
じ
い
さ
ん

。

、

の
ラ
ン
プ
」
始
ま
り
の
部
分
の
冒
頭
だ
が
、
そ
の
岩
滑
新
田
が
南
吉
の
生
地
だ
。

父
の
多
蔵
は
畳
屋
の
年
季
奉
公
を
終
え
て
、
半
島
を
横
切
る
大
野
街
道
に
面
し
た
こ
の
土
地
に
畳
屋
を
開
い
て
い
た
。
南
吉
誕
生
の
時
、

二
十
九
才
だ
っ
た
。
母
は
、
南
吉
四
才
の
時
、
二
十
八
才
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
母
方
の
性
が
新
美
で
だ
っ
た
。
南
吉
は
、
母
方
の
実
家
へ

養
子
縁
組
を
し
て
新
美
と
名
乗
っ
た
が
、
そ
の
年
の
う
ち
に
帰
っ
て
き
て
い
る

「
南
吉
」
は
、
中
学
生
時
代
か
ら
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
だ
。
母

。

は
、
二
十
三
才
の
時
、
多
蔵
の
も
と
に
嫁
い
で
き
た
。
家
と
家
と
の
間
に
よ
こ
た
わ
る
数
々
の
障
害
を
乗
り
こ
え
て
、
愛
情
に
結
ば
れ
た
結

婚
で
あ
っ
た
と
い
う
。
南
吉
の
文
学
は
、
生
き
る
こ
と
へ
の
煩
悩
は
あ
っ
て
も
、
生
そ
の
も
の
へ
の
否
定
が
な
い
こ
と
は
、
南
吉
の
出
征
が

良
心
に
望
ま
れ
た
受
け
た
生
に
対
す
る
自
負
の
年
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
新
美
と
も
ち
い
た
こ
と
も
、
若
く
し
て
逝
っ
た

母
へ
の
気
持
ち
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

南
吉
も
ま
た
、
三
十
才
の
若
さ
で
な
く
な
る
の
だ
が
、
こ
の
郷
里
で
は
、
死
ぬ
ま
で
「
畳
屋
の
正
八
っ
あ
ん
」
で
親
し
ま
れ
た
と
い
う
。

主
な
こ
と
が
ら
を
、
年
表
ふ
う
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
九
一
三

誕
生

先
年
夭
逝
し
た
兄
と
二
人
分
の
知
恵
と
身
体
を
も
つ
よ
う
に
と
、
同
名
に
正
八
と
名
づ
け
ら
れ
た

一
九
一
七

四
才

実
母
り
ゑ
死
亡

（

）

。

「

」

、

一
九
二
〇

七
才

知
多
郡
半
田
第
二
尋
常
小
学
校

現
・
岩
滑
小
学
校

へ
入
学

学
年
末
に

操
行
養
良
・
学
術
優
秀

に
よ
っ
て

郡
長
の
表
彰
を
受
け
た
。
お
と
な
し
く
目
だ
た
な
か
っ
た
と
い
う
。

一
九
二
一

八
才

母
方
の
実
家
、
新
美
家
へ
養
子
縁
組
。
落
ち
つ
け
な
い
で
、
三
ヶ
月
ほ
ど
し
て
、
新
美
性
の
ま
ま
実
家
へ
帰
っ
た
。

一
九
二
六

十
三
才

郡
長
の
賞
を
受
け
て
、
小
学
校
を
卒
業
。
愛
知
県
立
半
田
中
学
校
（
現
・
半
田
高
校
）
へ
入
学
。

一
九
二
七

十
四
才

交
友
会
誌
に
「
む
く
の
実
の
思
い
で
」
を
発
表
。
こ
の
頃
か
ら
、
文
学
へ
の
関
心
が
高
ま
る
。

一
九
二
九

十
六
才

少
年
倶
楽
部
に
「
汽
車
」
が
入
選
。
投
稿
は
、
他
社
を
ふ
く
め
て
多
く
な
っ
た
。
後
の
「
張
紅
倫
」
も
こ
の
年
書
き

上
げ
て
い
る
。

一
九
三
一

十
八
才

中
学
卒
業
。
岡
崎
師
範
学
校
を
受
験
し
た
が
、
身
体
が
弱
い
た
め
、
不
合
格
。
三
月
か
ら
八
月
ま
で
、
半
田
尋
常
小

学
校
代
用
教
員
。
こ
の
と
き
、
自
作
の
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
を
教
室
で
語
り
聞
か
せ
た
り
し
た
。
こ
の
作
品
を
「
赤
い

鳥
」
に
投
稿
。
翌
年
、
発
表
に
な
る
。
東
京
高
等
師
範
学
校
受
験
の
た
め
、
上
京
。
受
験
は
失
敗
し
た
が
、
与
田
準

一
・
藪
田
義
雄
な
ど
、
多
く
の
人
と
知
り
合
う
。

一
九
三
二

十
九
才

東
京
外
国
語
学
校
英
語
部
文
化
文
学
へ
入
学
。
巽
聖
歌
宅
に
寄
寓
。
白
秋
・
三
重
吉
と
知
り
合
う
。

一
九
三
六

二
三
才

同
校
を
卒
業
し
た
が
、
軍
事
教
練
へ
の
欠
席
が
多
く
、
教
員
の
資
格
が
得
ら
れ
ず
、
東
京
で
就
職
し
た
。
二
回
目
の

喀
血
。
帰
郷
し
た
。

一
九
三
七

二
四
才

四
月
か
ら
八
月
ま
で
、
郷
里
の
小
学
校
で
代
用
教
員
。

一
九
三
八

二
五
才

中
等
教
員
免
許
状
を
え
て
、
愛
知
県
あ
ん
じ
ょ
う
高
等
女
学
校
教
諭
心
得
と
な
る
。

教
師
と
し
て
の
生
活
が
充
実
し
、
生
徒
を
対
象
に
す
え
た
作
品
の
世
界
が
拓
か
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
に
、
堰
を

切
っ
た
よ
う
に
作
品
が
生
ま
れ
た
。
発
表
の
場
も
次
々
に
恵
ま
れ
て
き
た
。
だ
が
、
健
康
に
は
不
安
が
つ
き
ま
と
っ

て
い
た
。

、「

」「

」「

」

、「

」

。

一
九
四
三

三
〇
才

一
月
か
ら
病
を
お
し
て
筆
を
執
り

狐

小
さ
い
太
郎
の
悲
し
み

疣

を
書
き

天
狗

の
執
筆
に
か
か
る

三
月
二
十
二
日
、
午
前
八
時
、
半
田
市
字
中
郷
の
常
病
院
前
の
離
れ
で
、
多
く
の
本
に
囲
ま
れ
て
、
た
だ
一
人
、
息

を
引
き
取
る
。
咽
喉
結
核
で
あ
っ
た
。

教
室
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
南
吉
は
、
い
ち
ば
ん
身
近
な
作
家
の
一
人
だ
。
教
科
書
に
は

「
て
ぶ
く
ろ
を
買
い
に
」
や
「
ご
ん
ぎ

、

つ
ね
」
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
し
、
一
年
生
用
の
大
切
な
教
材
と
し
て

「
は
な

「
み
ち
こ
さ
ん
」
が
あ
り
、
ま
た
、
録
音
教
材
と
し
て
「
こ

、

」

ぞ
う
さ
ん
の
お
き
ょ
う
（

Ｈ
Ｋ
み
ん
な
の
図
書
室

」
な
ど
が
あ
る

「
お
じ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
」
な
ど
は
、
高
学
年
用
教
材
と
し
て
親
し

）

。
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ま
れ
て
き
た

「
が
ち
ょ
う
の
た
ん
じ
ょ
う
び
」
も
彼
の
作
品
で
あ
る
。

。

、

、

、

。

年
表
に
よ
っ
て
も
読
み
と
れ
る
よ
う
に

彼
が
東
京
外
語
を
卒
業
し
た
こ
ろ
は

す
で
に

日
本
は
十
五
年
戦
争
の
泥
沼
の
中
で
あ
っ
た

中
学
校
を
卒
業
し
た
の
が
一
九
三
一
年
だ
か
ら
、
こ
の
年
、
す
で
に
戦
争
が
始
ま
り
、
大
陸
侵
略
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
な
く
な

っ
た
一
九
四
三
年
は
、
第
二
次
大
戦
の
ま
っ
た
だ
中
、
日
本
の
敗
色
が
濃
く
な
っ
た
時
期
だ
。
彼
は
、
文
字
通
り
、
戦
中
の
作
家
と
い
う
べ

き
年
代
に
属
す
る
。
だ
か
ら
、
南
吉
は
、
戦
時
下
と
い
う
特
別
な
時
世
の
も
と
で
、
児
童
文
学
に
か
か
わ
り
の
あ
る
、
ご
く
か
ぎ
ら
れ
た
人

々
に
認
め
ら
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
彼
が
、
再
評
価
さ
れ
た
の
は
、
没
後
十
五
年
を
経
た
、
一
九
六
〇
年
代
を
待
た
な
く
て
は
な
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
、
戦
後
児
童
文
学
が
一
つ
の
転
機
を
迎
え
、
欧
米
児
童
文
学
の
吸
収
に
熱
心
で
あ
っ
た
人
々
と
、
大
正
期
以
来
の
児

童
文
学
を
守
り
育
て
る
立
場
の
人
々
と
の
両
方
の
支
持
を
受
け
る
か
た
ち
で
、
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

南
吉
二
十
八
才
（
一
九
四
二
）
の
時
、
早
稲
田
大
学
新
聞
に
「
童
話
に
お
け
る
物
語
性
の
喪
失
」
を
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
、
彼

の
作
品
に
対
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
て
、
興
味
を
ひ
く
。
こ
の
中
で

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
か
か
わ
る
や
り
方
が
、
害
毒
を
流
し
て
し
ま
っ

、

た
」
か
ら
、
文
学
も
児
童
文
学
も
物
語
性
を
喪
失
さ
せ
ら
れ
て
い
る

「
小
説
が
口
か
ら
離
れ
て
、
紙
に
移
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
小
説
の
堕

。

」「

、

、

、

。
」

落
が
始
ま
る
の
で
あ
る

童
話
は

も
と
も
と

そ
れ
が
文
学
な
ど
と
い
う
立
派
な
名
前
で
呼
ば
れ
な
か
っ
た
時
分

・
・
・
話
で
あ
っ
た

か
ら
、
今
こ
そ

「
物
語
性
を
取
り
戻
す
こ
と
に
努
力
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い

」
と
、
彼
は
い
う
作
家
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
彼
は
、
そ

、

。

の
幼
年
期
と
彼
を
と
り
ま
く
風
土
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
自
己
の
記
憶
の
中
の
幼
児
期
を
記
録
し
た
の
で
は
な
く

「
じ
じ
つ

、

を
も
と
に
、
創
造
の
幼
児
期
を
形
象
化
し
て
い
っ
た
。
そ
の
意
識
化
の
過
程
で
、
実
在
の
対
象
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
働
き
か
け
、
反
応
を

と
ら
え
た
。
同
時
に
、
子
ど
も
た
ち
を
観
察
し
、
登
場
人
物
の
描
出
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
実
在
感
豊
か
な
人
物
像
に
仕
上
げ
て
い
っ
た
。

こ
こ
に
介
在
し
た
児
童
、
生
徒
は
、
南
吉
の
郷
里
で
あ
る
、
尾
張
、
三
河
の
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
。
当
然
、
作
者
と
受
け
手
の
子
ど
も
た
ち

と
に
共
有
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
郷
土
の
風
土
が
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う

（
斉
藤
寿
姫
子
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
彼
の
作
品
は
、

。
」

話
し
て
聞
か
せ
る
雰
囲
気
が
あ
り
、
豊
か
な
自
然
と
風
物
が
あ
り
、
子
ど
も
の
生
活
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。


